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要 旨 

 ヒノキやユーカリの植物油には消臭効果があるという先行研究があり、本校の化学班で

は昨年度秋田杉のアロマウォーターを作成した経験を踏まえ、植物油や身近な消臭剤、芳

香剤について消臭効果がどの程度あるか調査した。実験１としてあみの塩辛、しょっつ

る、ヨモギをベースとして消臭効果が考えられるものを吹きかけて、においの度合いにつ

いて聞き取り調査を行い統計処理で分析した。実験２は実験１と同様にしてにおいの度合

いについて、においモニターを用いて測定した。実験１と実験２の結果を分析し、比較・

考察を行った。 

 

１ 動機・目的 

ヒノキやユーカリの植物油には消臭効果があるという先行研究があり、本校課題研究化学

班では昨年度は秋田杉のオリジナルオイルの合成について研究し､考察を行った。その経

験を踏まえ、今年度は身近な消臭剤、植物油、アロマウォーターについて消臭効果がどの

程度あるか調査した。 

 

洗剤や植物のアロマ成分は特有の香りをもっている。谷田貝（2007）は、ヒノキやヒバ

の精油を用いると精油濃度に応じて、アンモニア臭の消臭率が高くなることを検証してい

る。植物は動物のように逃げることができないため、自己防衛の武器として香り成分を利

用している。ヒトは、植物の香り成分を経験的に生活の中で利用してきた。抗菌作用、殺

虫作用、消臭作用である。 

 また、櫻川（2006）による精油の消臭作用に関する研究では、ヒノキ、ヒバ、ユーカリ

精油を用いて、悪臭刺激となる糞尿臭モデルを作成して、臭気強度を精油があるときと糞

尿臭モデルを混ぜたときの臭気強度と快不快度を検証し、一部で有意差が見られた。 

さまざまな洗剤や植物などから消臭作用を確かめ、日々の生活に役立てるよう調査・研究

を行い、まとめることを今年度の最終的な目的とする。  

 

２ 実験方法 

昨年度の本校の化学班が作成した秋田杉アロマウォーターを使ってどれだけ消臭できる

のか、また、矢田貝や櫻川の精油の香りによる消臭効果の論文から私達も身近なものを使

って消臭できないかと考えた。 

 【実験１】として校庭の植物でにおいが強いヨモギ、本県で発酵食品として独特のにお

いがあるあみの塩辛、伝統的な発酵調味料のひとつであるしょっつる、をベースとして、



 

 

秋田杉のアロマウォーター（図1）を抽出したものを吹きかけた。そのにおいの度合いに

ついて聞き取り調査を実施し，統計処理を行い分析した。 

【実験２】として、ベースは実験１と同様に３種類を用いて、秋田杉のアロマウォータ

ーにかわり、消臭効果が考えられるものを吹きかけた。そのにおいの度合いについて聞き

取り調査を実施し、統計処理を行い分析した。 

【実験３】では新たにアンモニアを加え、実験２と同様にしてにおいの度合いについて

においモニターを用いて測定した。実験４ではサンプルをアンモニアに絞り、みかんの皮

をつかったアロマウォーターを拭きかけ、実験３と同様に実験を行った。 

  
図１ 秋田杉の蒸留 「ピュアスティーラー・ライト」 

 

３ 実験・結果 

【実験１】  

仮説：秋田杉などの植物には、消臭効果があるのではないか。 

方法：消臭対象(ヨモギ、しょっつる、あみの塩辛）と秋田杉アロマウォーターを準備

し、ガーゼに染み込ませた消臭対象に秋田杉アロマウォーターを適量吹きかける

（図２）。そして、１０分放置する。これを一つのサンプルとして、それぞれ組

み合わせを変え６サンプル用意し１項目につき２０人を対象に聞き取り調査を行

った。また、臭い・やや臭い・普通・やや臭くない・臭くないの順に１から５ま

での５段階で評価してもらった。 

結果：図３より、あみの塩辛の秋田杉なしではすべて青で全員が臭いと感じたことが読

み取れる。秋田杉ありでは臭いが７人、やや臭いが９人、やや臭くないが３人、

臭くないが１人だった。またt検定を行ったところ、あみの塩辛に有意差（t = -

4.07，p < .001）が見られた。 

 

   
図２－１ サンプル作成の様子   図２－２ ヨモギ・あみの塩辛・しょっつる 



 

 

 

表１ 秋田杉聞き取り調査の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実験２】 

仮説：コーヒーはクロロゲン酸、レモンにはクエン酸が含まれていることから、アンモ

ニアを含むあみの塩辛と中和するので臭いが緩和されるのではないか。 

くろもじ茶は原材料であるくろもじの葉の抗菌、消臭作用によって殺菌されるの

ではないか。 

方法：消臭効果が期待できるものとして、消

臭元、NANOX、リセッシュ、コーヒー、

煮出したくろもじ茶、ポッカレモンを

新たに用意し、実験１と同様の方法で

サンプルを用意し、１項目につき２０

人を対象に聞き取り調査を行った。評

価も１回目と同様のものを使った。 

図４ 消臭効果が期待できるもの 

 

結果：あみの塩辛と消臭元 （t = 1.73，ｐ < .01） 

あみの塩辛とNANOX （t = 1.73，ｐ < .001） 

ヨモギとNANOX   （t = 1.73，ｐ < .001） 

しょっつるとNANOX （t = 1.73，ｐ < .01） 

 

 また、ヨモギとしょっつるは単体で臭くないという人が多く消臭効果を調べた

実験としては結果が曖昧になりこの2つは今回の実験に適さないと考えた。 

 

図５～７から全体的に評価が低かったことがわかる。しかしその中でもNANOXの

評価が高い事がわかる。またt検定を行ったところ、消臭元、NANOXに有意差が見

られたが、NANOXのほうが消臭元に比べて臭くないと感じた人が多いといえる。 

 

 

図 ３  秋 田 杉 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ よもぎの聞き取り調査の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５ ヨ モ ギ の 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 

 

図 ６ あ み の 塩 辛 の 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実験３】 

仮説：これまでの実験で、人によって好みや嗅覚はそれぞれ違うことから、臭いの感じ

方に個人差が生じると考えられる。そこで、においを数値化し統一性のあるデー

タとして比較する方法に変更した。モニター購入の参考として、学校近辺の企

業・事業所・施設に協力を得てアンケート（FAX）を実施してみた。 

事業所名 アンケート項目 

本荘第一病院、由利本荘市役所、有限

会社たんぽぽプラザ、特別養護老人ホ

ームひまわり、本荘水林浄化センタ

ー、千寿苑、佐藤病院看護部、丸中魚

市場、笹森クリーンセンター、マック

スバリュー新川口店 

①におい対策として使用しているもの 

②使用方法 

③ a ニオイセンサーの利用 

③ b ニオイセンサーで何を調べているか 

④調べた数値の利用 

 

アンケートの結果：ニオイセンサーを使用しているのは２施設だった。他は消臭剤や一

般的な空気清浄機、活性炭などの使用だった。 

③ニオイセンサーの使用・ありと回答した事業所 

有限会社たんぽぽプラザ 

カルナック、除菌、脱臭機、ターンドケイ（ニオイセンサーあり・数値計測なし） 

特別養護老人ホームひまわり 

オゾン発生装置（数値計測なし） 

 

図 ７ し ょ っ つ る の 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 



 

 

簡易のにおいモニター（図８）で数値計測機能のあるものを購入し、実験の結果を数

値化することにした。（取扱説明書より）においモニターでは、測定しているにおいの

相対的な変化に応じたにおいの強さレベルをデジタル表示している。例えば、ある悪臭

の脱臭前後の強度レベルの減衰の様子をみる、等に適している。 

 

  
図８ ハンディにおいモニター OMX-SRM   図９ においモニターを用いた測定の様子 

（神栄テクノロジー株式会社 製） 

 

方法：あみの塩辛、アンモニアに消臭対象として、ラベンダー、ヒノキ、ユーカリをそ

れぞれ新たに用意した。実験１・２と同じ方法でサンプルを準備し、３分後、に

おいモニターで数値を測定した。 

 

結果：図１０より、消臭元、NANOX、リセッシュ、ヒノキは数値が非常に高いことが読

み取れる。また他の値に関してもあみの塩辛単体で計測したときより高くなっていた。 

 図１１より、やはり消臭元、NANOX、リセッシュ、ヒノキの数値が非常に高いことが

読み取れる。くろもじ茶とポッカレモンの値を見てみると、若干だが、なしに比べて下

がっていることがわかる。 

 
 

 
図 １ ０ に お い モ ニ タ ー の 測 定 値 （ あ み の 塩 辛 ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

消臭剤単体の測定値を見ると、今までの結果でにおいモニターの値が高かった消臭元、

NANOX、リセッシュ、ヒノキが単体でも数値が高いことがグラフから読み取れる。 

（図１２） 

 

 

図１１においモニターの測定値（３％アンモニア） 

 

図 １ ２ に お い モ ニ タ ー の 測 定 値 （ 消 臭 剤 単 体 ） 

 



 

 

【実験４】 

仮説：みかんは酸性のため中和することで

消臭効果があると考えた。普段捨て

ている皮を蒸留抽出した。また、水

分が加わってもにおいが消えないこ

とを証明するために水を用いて比較

対照を行った。 

方法：実験３と同じ方法で数値が出やすか

ったアンモニアを消臭対象としてミ

カンアロマウォーター、水を使って

測定した。            図１３ミカンの皮を蒸留装置に入れる様子 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図１４ みかんの測定値（アンモニア３％）        図１５ みかん・水単体の値 

 

結果：図１４に結果を示す。消臭前と後の変化は大きく見られなかった。しかし、若干

だが、なしに比べてどちらとも上がっていることがわかる。 

みかんと水単体を測定した値を図１５に示す。消臭剤に比べると数値が下がって

いることがわかる 

 

４ 考察 

①ヨモギとしょっつるの結果から、臭くないと感じるものにかけても消臭効果は見られな

いと考えられる。 

②植物に植物をかけても科学的な変化は見られないために、消臭効果が見られないと考え

られる。 

③NANOXは元のにおいが強かったため、臭い匂いが上書きされ、他の消臭剤にはない香料

による化学的・感覚的消臭が行われたと考えられる。 

④コーヒー・ポッカレモンはアンモニアと中和しているため、においの値が減ったと考え

られる。 

⑤くろもじ茶・ユーカリ・ラベンダーはアンモニアに植物由来の消臭効果がはたらいたと

考えられる。 

⑥みかんは果汁が酸性であり、今回は皮から抽出したウォーターを利用したため、中和が

行われず、においが上書きされたと考えられる。 

 



 

 

 これらのことから消臭効果には中和とにおいのより強い物質の上書きがあると結論づけら

れる。そしてアンモニア系の匂いを消すときはコーヒーやポッカレモン、みかんの皮など

の身近で手に入るものや捨てられるもので消臭すればよいと結論づけた。 

 

５ 今後の課題と展望 

秋田杉、くろもじなど地域のものを用いて、消臭効果が立証できれば地域活性化に繋が

ると考えた。くろもじ茶が殺菌作用により消臭されていることを証明していきたい。加え

て、他の身近なものを生かせれば捨てられそうなものにも新たな価値を見いだせると考え

た。 

また、臭いの中和と上書きがどのようなメカニズムで起こっているか、より正確に証明

していきたい。 
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